
普
通
債
の
価
格
変
動
性
の
指
標
に
つ
い
て

木
　
村
　
増
　
三

は
じ
め
に

普通債の価格変動性の指標について

　
こ
こ
に
普
通
債
の
価
格
変
動
性
と
い
う
の
は
、
利
回
り
（
本
稿
で
は
、
有
期
債
の
満
期
利
回
り
お
よ
び
永
久
債
の
永
久
利
回
り
を
総
称

し
て
簡
単
に
「
利
回
り
」
と
い
う
）
の
一
定
の
変
化
に
応
ず
る
価
格
変
化
の
程
度
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
価
格
変
動
性
を
測
る
指
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
こ

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
若
干
の
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
二
種
の
指
標
を
取
り
上
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
軌
本
稿

で
は
他
の
二
種
の
指
標
に
つ
い
て
前
稿
と
同
様
の
考
察
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
論
述
の
た
め
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
前
稿
の
考
察
を
再

述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
前
稿
で
取
り
上
げ
た
二
種
の
指
標
は
、
マ
コ
ー
レ
ー
の
定
義
に
よ
る
畠
旨
蝕
8
（
前
稿
で
は
こ
れ
を
実
効
残
余
期
間
と
訳
し
た
）
お
よ

び
価
格
の
利
回
り
弾
力
性
の
絶
対
値
で
あ
る
。
前
稿
と
同
様
に
本
稿
で
も
、
前
者
を
記
号
P
に
よ
っ
て
表
わ
し
、
後
者
を
記
号
E
に
よ
っ

て
表
わ
す
。
本
稿
で
新
た
に
取
り
上
げ
る
二
種
の
指
標
の
う
ち
の
．
一
種
は
、
後
掲
の
算
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
、
D
と
近
似
し
た
数
値
を
結

果
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
記
号
F
に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
に
す
る
。

　
刀
、
E
お
よ
ぴ
F
の
考
察
に
お
け
る
前
提
お
よ
ぴ
使
用
記
号
は
次
の
と
お
り
と
す
る
ρ

3



一橋大学研究年報　商学研究　23

①
　
利
付
債
（
有
期
利
付
債
お
よ
ぴ
永
久
債
）
の
利
払
日
は
、
発
行
日
か
ら
半
年
・
ご
と
と
す
る
。

②
　
利
付
債
の
半
年
当
り
券
面
利
率
（
8
も
9
声
言
ー
小
数
で
表
示
す
る
）
を
o
で
表
わ
す
。
o
碁
y
Q
V
O
と
す
る
。

③
　
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
の
満
期
ま
で
の
残
存
利
払
回
数
を
π
で
表
わ
す
。
π
は
正
の
整
数
で
あ
る
。

④
　
有
期
債
（
有
期
利
付
債
お
よ
び
割
引
債
）
に
つ
い
て
の
満
期
ま
で
の
残
余
期
間
の
長
さ
（
半
年
を
一
と
し
て
表
示
す
る
）
を
鵬
で
表

　
わ
す
。

　
　
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
醤
撚
醤
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

⑤
　
利
付
債
に
つ
い
て
の
、
発
行
日
ま
た
は
直
前
の
利
払
日
（
現
在
日
が
利
払
日
に
当
る
と
き
は
現
在
日
）
か
ら
現
在
日
ま
で
の
片
お
と

　
し
計
算
に
よ
る
経
過
日
数
を
、
次
回
利
払
の
対
象
総
日
数
に
対
す
る
割
合
に
よ
っ
て
表
示
し
た
も
の
を
α
で
表
わ
す
。
o
撚
寝
く
一
で
あ

　
る
。
α
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
、
現
在
日
が
利
払
日
に
当
る
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
o
〈
R
〈
一
で
あ
る
。

　
　
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、
蓉
H
§
1
優
で
あ
る
。
現
在
日
が
利
払
日
に
当
る
揚
合
に
は
醤
”
き
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
揚
合
に

　
は
蓑
く
3
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

⑥
　
額
面
一
円
当
り
の
現
在
価
格
（
利
子
含
み
値
段
）
を
P
で
表
わ
す
。

⑦
　
有
期
債
の
額
面
一
円
当
り
の
満
期
償
還
金
は
、
額
面
と
等
額
の
一
円
と
す
る
。

⑧
　
半
年
単
位
の
複
利
に
よ
る
利
回
り
の
実
効
半
年
率
（
小
数
で
表
示
す
る
）
を
．
乞
で
表
わ
す
。
9
ド
y
帆
V
O
と
す
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
P
と
そ
の
他
の
諸
変
数
と
の
関
係
は
、
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、

　　

］
－
泌
（
、
＋
訓
）
ぎ
＋
（
一
＋
ギ
ー
（
壬
羊
酔
（
計
・
＋
（
一
計
貫
｝

と
な
り
、
そ
の
特
殊
な
揚
合
と
し
て
§
1
1
一
の
と
き
に
は
、
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

4



普通債の価楕変動性の指標について

　
　
［
一
》
、
］
　
鳩
”
（
一
十
〇
）
、
（
一
十
賊
）
T
R

　
他
方
、
割
引
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
口
切
］
　
噂
H
ミ
（
一
十
蝋
）
§

ま
た
、
永
久
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
口
O
］
　
始
”
o
M
冒
＼
（
一
十
軋
）
“
5
9
n
（
一
十
蝋
）
貸
暮

　
　
　
　
　
　
　
“
”
一

と
な
る
。

　
（
1
）
　
木
村
増
三
「
債
券
の
実
効
残
余
期
間
と
債
券
価
絡
の
利
回
り
弾
力
性
」
一
橋
論
叢
八
三
ー
六
（
昭
和
五
五
年
六
月
）

　
（
2
）
閏
・
即
昏
。
四
巳
郵
寒
§
§
§
ぎ
＼
』
ミ
婁
斗
禽
』
§
“
く
ミ
貸
§
ま
ご
審
ま
§
嚇
ミ
書
q
蕃
嵩
ミ
禽
§
驚
風
。
・
封

　
　
2
辞
一
8
騨
一
ω
ロ
貝
。
匹
。
h
国
。
8
0
巨
o
国
＄
＄
3
ダ
這
い
o
。
一
℃
サ
＆
1
鴇
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
α
口
3
ぼ
9
を
指
す
。

　
（
3
）
　
こ
．
）
に
い
う
現
在
日
は
、
実
際
の
現
在
日
で
は
な
く
、
も
し
も
実
際
の
現
在
日
に
取
引
が
成
立
す
る
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
そ
の
取
引
の
決
済
が
行

　
　
わ
れ
る
べ
き
日
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑥
に
い
う
現
在
価
楕
は
、
実
際
の
現
在
日
に
お
け
る
価
絡
を
意
味
す
る
。

二
　
指
標
D
（
＆
壁
ぎ
旨
）
に
つ
い
て

　
二
－
一
　
D
の
定
義
お
よ
び
算
式

　
一
時
点
の
一
債
券
に
含
ま
れ
る
債
務
の
内
容
は
、
有
期
利
付
償
の
揚
合
に
は
将
来
各
回
の
利
払
償
務
お
よ
び
償
還
債
務
で
あ
り
、
割
引

債
の
場
合
に
は
償
還
債
務
で
あ
り
、
永
久
債
の
揚
合
に
は
無
期
限
の
将
来
に
わ
た
る
各
回
の
利
払
債
務
で
あ
る
。
D
は
、
満
期
前
償
還
が

行
わ
れ
な
い
も
の
と
仮
定
し
て
、
各
銘
柄
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
債
務
に
つ
い
て
の
履
行
期
限
ま
で
の
残
余
期
間
の
長
さ
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
債
務
金
額
の
現
在
価
値
（
利
回
り
．
乞
を
割
引
利
率
に
用
い
る
）
を
ウ
ェ
イ
ト
に
し
て
加
重
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
。

5
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0
の
値
（
半
年
を
一
と
し
て
表
示
す
る
）
を
求
め
る
算
式
は
、
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、

　
［
N
と
b
”
（
一
－
貸
Y
。
、
（
一
＋
帆
）
一
ヒ
9
＋
（
N
l
優
）
●
。
＼
（
一
＋
帆
）
卜
．
－
篇
＋
…
…
＋
（
§
遣
Y
“
、
（
一
＋
鰍
）
3
－
禽
＋
（
§
1
食
）
●
一
、
（
一
よ
）
鵠
－
脅

　
　
　
　
　
　
　
　
鳩
　
　
　
　
　
　

℃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
鳩

　　

　
“
赫
（
諦
マ
＋
（
靴
響
丁
（
．
“
．
沓
瀞
（
罫
）
・
＋
（
一
計
丁

で
あ
り
、
そ
の
特
殊
な
揚
合
と
し
て
3
”
一
（
し
た
が
っ
て
鳶
撚
一
）
の
と
き
は
、
次
式
の
よ
う
に
な
る
ヂ

　
冒
》
、
］
b
“
一
ー
貸
”
醤

他
方
、
割
引
債
に
つ
い
て
は
、
常
に
、
一

　
［
目
］
b
”
§

ま
た
、
永
久
債
に
つ
い
て
は
、

　
冒
O
］
b
“
（
一
十
賊
）
鳶
－
良
”
一
鳶
十
一
ー
R

で
あ
る
ρ

と
こ
ろ
で
、
D
は
、
（
（
一
十
蝋
）
）
に
対
す
る
普
通
債
価
格
の
弾
力
性
の
絶
対
値
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
O
憾
　
一
十
帆
　
O
憾
一
十
戚

　
冒
］
b
”
1
　
　

．
ー
旺
1
ー
。
l

　
　
　
　
　
O
（
一
十
“
）
噂
　

勲
　
憶

で
あ
る
ρ

二
ー
二
　
D
に
対
す
る
券
面
利
率
o
の
影
響

こ
こ
で
は
割
引
債
を
、
券
面
利
率
o
が
ぜ
ロ
で
あ
る
銘
柄
と
し
て
考
え
る
。
（
他
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
o
の
影
響
を
考
察
す
る
場
合

6
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に
は
同
様
と
す
る
。
）

　
永
久
債
お
よ
び
3
”
一
（
し
た
が
っ
て
醤
臥
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合
に
は
、
前
記
の
［
8
］
お
よ
ぴ
冒
映
］
を
見
れ
ぼ
明
ら
か
な

よ
う
に
、
刀
は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
冒
》
、
］
と
冒
国
］
か
ら
、
ミ
い
一
で
あ
る
有
期
債
の
全
般
を
通
じ
て
・
0

は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
§
y
N
（
し
た
が
っ
て
§
V
一
）
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合
に
は
、

　　

撃
－
．
｛
（
§
－
、
）
証
備
准
鍬
㌃
．
）
、
－
、
｝
〈
。

で
あ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
小
と
な
る
。
そ
し
て
、
冒
》
］
ま
た
は
そ
れ
を
変
形
し
た

　
　
［
い
ト
即
］
b
－
§
－
（
一
蝋
》
．
↑
一
－
一
－
（
一
計
賊
）
－
＾
3
，
、
）
｝

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
有
期
利
付
債
の
D
は
常
に
鵠
よ
り
小
さ
く
、
ま
た
、
［
昌
］
の
示
す
と
お
り
割
引
債
の
D
は
常
に
賜
に
等
し
い
か

ら
、
§
V
ド
で
あ
る
有
期
債
の
全
般
を
通
じ
て
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
小
と
な
る
、
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
ρ

　
二
－
三
　
D
に
対
す
る
満
期
ま
で
の
残
余
期
間
鵬
の
影
響

　
こ
ア
）
で
は
永
久
債
を
、
満
期
ま
で
の
残
余
期
間
呪
が
無
限
大
で
あ
る
銘
柄
と
し
て
考
え
る
。
（
他
の
指
標
に
つ
い
て
も
・

考
察
す
る
揚
合
に
は
同
様
と
す
る
。
）

　
（
一
）
　
割
引
債
お
よ
ぴ
§
目
一
（
し
た
が
っ
て
醤
撚
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合

η
の
影
響
を

7
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前
記
［
鵠
］
お
よ
び
冨
》
、
］
に
示
し
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
b
ー
薄
で
あ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
の
い
か
ん
に
関
係
な
く

窺
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
（
二
）
　
部
y
恥
（
し
た
が
っ
て
醤
V
一
）
で
あ
る
利
付
債
ー
拳
y
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
、
お
よ
ぴ
永
久
債
ー
の
場
合

　
こ
こ
で
は
、
α
を
所
与
と
し
た
揚
合
に
お
け
る
π
の
大
小
の
影
響
と
、
π
を
所
与
と
し
た
場
合
に
お
け
る
α
の
大
小
の
影
響
と
に
分
け

て
、
考
察
を
行
う
。

　
（
二
1
）
　
π
の
大
小
の
影
響

　
α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
い
な
ら
ば
、
き
U
導
で
あ
る
と
き
の
D
の
値
に
対
す
る
§
”
鳶
十
一
で
あ
る
と
き
の
P
の
値
の
増
分

（
以
下
、
乃
を
基
準
と
す
る
D
の
増
分
と
呼
び
、
」
b
で
表
わ
す
）
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
為
は
、
鳶
y
N
な
る
任
意
の
整
数

と
す
る
。

冨
“
（
．
－
Q
）
［
．
（
一
＋
、
￥
｛
一
－
お
．
＋
墓
＋
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
（
一
十
蝋
）
尋
＋
一
十
軋
l
o
｝
｛
。
（
一
十
帆
）
恐
十
帖
i
o
｝

　
こ
の
式
の
分
母
は
常
に
正
で
あ
る
。
そ
し
て
、
分
子
は
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
ユ
）
暑
＋
ぎ
（
壬
）
鳶
－
（
壬
）
瀞
｝
＋
÷
壬
）
尋
＋
「
一
＋
』

　
こ
こ
で
第
二
項
は
常
に
正
で
あ
り
、
第
一
項
中
の
o
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
｛
｝
内
も
常
に
正
で
あ
る
か
ら
、
馬
y
帆
な
ら
ば
、
」
b
は

正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
く
、
か
つ
。
y
帖
で
あ
る
な
ら
ば
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
他
方
、
帖
V
。
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
［
慧
］
の
分
子
（
し
た
が
っ
て
」
b
）
は
正
に
も
負
に
も
な
り
う
る
。
そ
れ
が
負
と
な
る
た

め
の
条
件
は
、

8



普通債の価格変動性の指標について

　　

（
壬
）
・
↑
†
塁
v
．
璽

で
あ
り
、
こ
の
右
辺
は
所
与
の
正
の
値
を
と
る
か
ら
、
鳶
広
一
蔵
十
（
一
十
帆
）
る
1
恥
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
条
件
は
成
立
し
な
い
。
乃
が
こ

れ
よ
り
も
大
き
く
、
か
つ
冒
呂
を
成
立
さ
せ
る
ほ
ど
に
大
き
い
場
合
に
の
み
、
」
b
は
負
と
な
る
。

　
冒
呂
を
成
立
さ
せ
る
乃
の
値
の
う
ち
最
小
の
も
の
を
ゲ
で
表
わ
す
こ
と
に
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
α
を

含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
鳶
い
鳶
・
ー
一
な
る
乃
の
値
を
基
準
と
す
る
」
b
は
正
で
あ
っ
て
、
§
い
鳶
・
な
る
範
囲
内
で
は
％
が

大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
る
が
、
鳶
》
導
．
な
る
あ
の
値
を
基
準
と
す
る
」
b
は
負
で
あ
っ
て
、
3
y
鳶
．
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な

る
ほ
ど
D
は
よ
り
小
と
な
る
。
所
与
の
条
件
の
も
と
で
D
が
最
大
と
な
る
の
は
、
§
n
神
．
の
と
き
で
あ
る
。

　
ゲ
に
つ
い
て
計
算
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
α
は
ゼ
・
と
す
る
。
q
“
・
8
篭
μ
8
の
と
き
、
尋
・
肪
蕊
で
あ
る
。
3
目
冨
の
と
き
の
D
の

値
は
鐸
ω
o
。
で
あ
る
。
醤
y
遷
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
P
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
D
の
値
（
N
ぎ
o
）
に
近
づ
い
て

ゆ
く
。
ま
た
、
．
乞
以
外
の
条
件
が
上
記
と
同
じ
で
帖
μ
宝
の
と
き
、
む
．
”
嵩
o
で
あ
る
。
§
”
一
8
の
と
き
の
D
の
値
は
ま
．
8
で
あ
る
。

串
》
一
8
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
刀
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
D
の
値
（
卜
。
9
0
0
）
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。

　
（
二
2
）
α
の
大
小
の
影
響

　
　
　
　
　
①
b

　
　
冒
9
占
　
1
”
1
一
く
O

　
　
　
　
　
①
貸

　
だ
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
α
が
小
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
る
。
醤
“
§
1
霞
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
所
与
の
π
の

も
と
で
隅
が
大
な
る
ほ
ど
D
が
よ
り
大
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

9
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二
ー
四
　
D
に
対
す
る
利
回
り
．
乞
の
影
響

（一

　
割
引
債
お
よ
ぴ
§
”
一
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
§
臥
一
で
あ
る
）
利
付
債
の
揚
合

前
記
の
冒
ω
］
お
よ
び
冒
》
、
］
に
示
し
た
よ
う
に
常
に
b
“
§
で
あ
る
か
ら
、
D
は
．
乞
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

（
二
）
　
永
久
債
の
揚
合

前
記
の
冒
○
］
か
ら
、

　
　
　
　
O
b
　
　
一

　
［
N
●
頓
］
ー
”
ー
」
削
く
O

　
　
　
　
①
賊
　
　
蝋

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
小
と
な
る
。

（
三
）
　
串
y
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合

　
こ
の
揚
合
に
も
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
φ
が
大
な
る
ほ
ど
刀
は
よ
り
小
と
な
る
。
そ
の
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
証
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
前
記
の
冒
と
を
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
ゆ

　
［
N
ぎ
］
㌣
丁
皐
Q
（
一
＋
帖
）
3
ー
。
＋
（
§
1
一
）
蝋
．
．
1
さ
。
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黛
o
（
一
十
帆
）
お
十
帖
I
o
｝

こ
れ
か
ら
次
式
を
得
る
。

　
　
　
　
O
b
　
　
　
　
l
恥
図

　
［
ま
］
訓
」
卜
・
｛
。
（
一
よ
）
3
＋
Y
Q
｝
図

　
た
だ
し
、

　
N
”
o
｛
（
一
十
軋
）
卜
。
3
十
一
－
卜
o
（
一
十
帖
）
醤
1
㍉
㌦
（
一
十
帖
）
3
5
一
｝

　
　
十
禽
只
一
十
蝋
）
昌
1
応
o
l
邑
－
芭
（
一
十
蝋
）
3
ー
．
十
（
β
ー
一
）
昌
一
十
鳶
（
一
十
軌
）
δ
ー
、
1
（
一
十
賊
）
鵠
二

10
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こ
こ
に
、
。
で
く
く
っ
た
二
内
お
塞
．
3
で
く
く
っ
た
［
］
内
は
、
い
ず
れ
も
正
で
あ
る
か
ら
、
x
は
正
で
あ
り
・
§
註
負
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
三
　
指
標
E
（
価
格
の
利
回
り
弾
力
性
の
絶
対
値
）
に
つ
い
て

　
三
ー
噌
　
E
の
定
義
お
よ
び
算
式

　
E
は
、
利
回
り
．
乞
に
対
す
る
普
通
債
価
絡
の
弾
力
性
の
絶
対
値
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
ぜ
帖

　
　
［
恥
］
　
肉
”
I
I
・
ー

　
　
　
　
　
　
　
O
帆
特

で
あ
る
。
そ
の
値
を
求
め
る
算
式
は
、
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
［
。
》
］
肉
”
坐
．
瀞
（
礼
部
・
－
騎
＋
（
一
蔀
蟄
－
丁
升
・
零
潜
（
、
鎮
－
自
＋
（
靴
響
｝

で
あ
り
、
そ
の
特
殊
な
場
合
と
し
て
3
”
一
の
と
き
に
は
、
次
式
の
よ
う
に
な
る
ゆ

　
　
［
ω
卜
、
］
　
肉
”
（
一
f
漠
Y
隻
（
一
十
嬉
）
”
§
・
隻
（
一
十
軌
）

　
他
方
、
割
引
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
［
Q
国
］
　
肉
“
§
・
隻
（
一
十
蝋
）

ま
た
、
永
久
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
［
、
。
］
肉
”
、
1
傘
・
”
升
（
荘
追
）

で
あ
る
。
・
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こ
れ
ら
を
［
呂
お
よ
ぴ
冒
》
］
な
い
し
［
8
］
と
比
ぺ
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
常
に
次
式
が
成
り
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
軋

　
［
い
巴
　
肉
”
1
・
b

　
　
　
　
　
一
十
焼

　
三
－
二
　
E
に
対
す
る
券
面
利
率
o
の
影
響

　
前
記
［
い
巴
に
示
し
た
よ
う
に
肉
”
b
真
（
一
十
帖
）
で
あ
る
か
ら
、
D
に
つ
い
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

①
　
永
久
債
お
よ
ぴ
醤
仏
一
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
に
は
、
E
は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
。

②
　
醤
V
一
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
に
は
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
小
と
な
る
。

12

　
三
－
三
　
E
に
対
す
る
満
期
ま
で
の
残
余
期
間
鵠
の
影
響

　
（
一
）
　
割
引
債
お
よ
ぴ
醤
”
一
（
し
た
が
っ
て
醤
仏
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
場
合

　
ど
ち
ら
の
揚
合
に
も
肉
”
§
真
（
一
十
帆
）
で
あ
る
か
ら
、
乞
が
等
し
け
れ
ば
、
篇
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
（
二
）
　
3
y
N
（
し
た
が
っ
て
醤
V
ド
）
で
あ
る
利
付
債
ー
き
》
応
。
で
あ
る
有
期
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
ー
の
揚
合

　
（
二
1
）
　
α
を
所
与
と
し
た
と
き
の
％
の
大
小
の
影
響

　
肉
”
b
・
蒸
一
十
帆
）
で
あ
る
か
ら
、
D
に
つ
い
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
い
な
ら
ば
、
。
y
軋
で
あ
る
揚
合
に
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
大
と
な
り
、
号
。
で
あ
る
場
合

に
は
、
3
撚
鳶
．
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
大
と
な
る
が
、
3
y
鳶
．
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
小



と
な
る
。
所
与
の
条
件
の
も
と
で
E
が
最
大
と
な
る
の
は
、
β
1
1
趣
．
の
と
き
で
あ
る
。

　
だ
の
値
は
、
二
－
三
（
二
1
）
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
寝
”
o
も
”
・
8
冠
目
・
8
の
と
き
、
導
・
目
ヨ
で
あ
る
。
串
1
1
蕊
の
と
き
の
E

の
値
は
一
白
o
。
一
で
あ
る
。
§
》
蕊
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
E
の
値
（
一
。
8
0
0
）
に
近
づ

い
て
ゆ
く
。
ま
た
、
．
乞
以
外
の
条
件
が
上
記
と
同
じ
で
帖
”
・
掌
の
と
き
、
鳶
．
”
一
8
で
あ
る
。
§
日
一
8
の
と
き
の
E
の
値
は
一
b
8
0
で

あ
る
。
§
y
嵩
O
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
E
の
値
（
一
b
O
8
）
に
近
づ
い
て
ゆ
く
。

　
（
二
2
）
π
を
所
与
と
し
た
揚
合
に
お
け
る
α
の
大
小
の
影
響

　
　
　
　
　
O
肉
　
暁
　
O
U
　
　
帆

　
　
［
ω
●
昌
　
－
旺
1
・
1
”
I
I
〈
O

　
　
　
　
　
O
寝
　
ド
十
軋
O
R
　
　
ド
十
帖

で
あ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
α
が
小
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
る
。
醤
旺
§
1
R
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
所
与
の

π
の
も
と
で
鵠
が
大
な
る
ほ
ど
E
が
よ
り
大
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
ρ

普通債の価格変動性の指標について

　
三
ー
四
　
E
に
対
す
る
利
回
り
．
乞
の
影
響

　
（
一
）
　
割
引
債
、
§
”
一
で
あ
る
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
の
場
合

　
割
引
債
お
よ
び
§
“
一
（
し
た
が
っ
て
醤
仏
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合
に
は
、
前
記
の
［
目
］
お
よ
び
冨
》
、
］
か
ら
、

　
　
　
　
　
O
肉
　
　
蓉

　
　
［
邑
訓
”
（
一
亡
）
・
・
v
。

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
σ
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
永
久
債
の
揚
合
に
は
、
［
ω
○
］
か
ら
、

13



　
　
　
　
O
肉
　
　
寝

3
　
　

［
い
’
ω
］
1
”
1
　
　
団
撚
0

2
　
　
　
　
黛
　
（
一
＋
軋
）

確
　
が
導
か
れ
る
か
ら
、
α
が
ゼ
・
で
あ
る
と
き
は
、
E
は
・
乞
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
が
、
α
が
正
で
あ
る
と
き
に
は
、
6
が
大
な

学一橋大学研究年報　商

る
ほ
ど
E
は
よ
り
小
と
な
る
。

（
二
）
串
y
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合

前
記
の
［
い
沁
］
を
、

　
［
ω
》
魯
］
肉
時
寅
罰
十
肉
降

　
た
だ
し
、

　
　
　
　
軋
｛
（
き
ー
一
）
帆
1
3
0
ー
一
｝
　
　
　
　

霞
帖

　
孕
”
一
＋
（
一
よ
）
｛
Q
（
一
＋
帆
）
§
よ
ー
。
｝
一
肉
R
”
1
矧

と
書
き
換
え
、
そ
れ
か
ら
導
か
れ
た

　
　
　
O
肉
O
肉
3
①
肉
R

　
［
。
・
占
訓
“
訓
十
訓

　
た
だ
し
、

　
O
寧
　
　
　
　
図

　
訓
1
（
一
十
帆
）
帥
｛
o
（
一
十
賦
）
3
十
軋
－
亀
ト
っ

　
噌
”
。
窟
＋
謹
ー
（
醤
1
一
）
亀
｛
一
十
獣
（
一
十
帆
）
3
1
（
一
＋
軌
）
譜
｝
十
馬
｛
（
一
＋
帆
）
3
ー
一
－
蕊
｝
｛
一
－
帖
十
（
§
1
一
）
帖
駆
。
｝
＋
蔚
『
。
｛
（
き
ー
一
）
。
舷
＋
二

　
〇
詳
　
　
R

　
贈
ー
（
一
十
軋
）
凶

に
も
と
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

14



債の価格変動性の指標について

　
ま
ず
、
y
の
中
身
を
見
れ
ぱ
明
ら
か
な
よ
う
に
、
。
十
§
i
（
§
ー
一
）
障
。
な
る
限
り
、
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
い
十
§
　
　
N
十
Q

　
　
［
。
●
邑
伏
　
　
”
。
＋
ー

　
　
　
　
　
　
醤
ー
一
　
　
　
3
1
一

な
る
限
り
、
y
は
正
で
あ
り
、
O
鮮
§
〉
O
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宣
十
蕊
（
一
十
帆
）
3
1
（
一
十
蝋
）
罫
｝
は
常
に
正
で
あ
り
、
｛
（
一
十
帆
）
3
1
一
ー

§
｝
も
常
に
正
だ
か
ら
で
あ
る
ρ

　
次
に
、

　
　
　
　
　
　
卜
。
十
§
　
　
鱒
十
Q

　
　
［
ω
。
軌
菖
軌
〉
　
　
ど
＋
i

　
　
　
　
　
　
き
ー
一
　
　
　
醤
－
一

の
揚
合
を
考
え
る
。
こ
の
場
合
で
も
、

［
摯
頓
一
一
一
］
鰍
－
（
皐
欝
）
〈
（
尋
｛
一
　
（
鞭
＋
帆
）
ざ
＋
帆
）
3

　
　
た
だ
し
、

　
軸
門
q
｛
（
一
孟
）
鵠
I
T
蔚
｝
｛
一
よ
＋
（
3
1
一
）
帆
b
，
｝
＋
蕊
．
｛
（
マ
一
）
＆
＋
ド
｝

で
あ
る
限
り
、
r
は
正
で
あ
り
、
O
肉
嵐
蜜
〉
O
で
あ
る
。

　
（
さ
o
十
§
。
）
＼
（
§
1
一
）
〈
賊
撚
』
な
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
［
い
』
三
に
お
け
る
不
等
号
の
代
り
に
等
号
を
成
立
さ
せ
る
づ
の
値
（
す
な
わ
ち
、

団
n
o
も
鮮
§
旺
o
を
成
立
さ
せ
る
・
乞
の
値
ー
以
下
、
こ
れ
を
ボ
と
書
く
こ
と
に
す
る
）
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
［
い
蟄
三
に

お
け
る
不
等
号
の
代
り
に
逆
方
向
の
不
等
号
を
成
立
さ
せ
る
乞
の
値
（
す
な
わ
ち
、
団
く
o
ふ
肉
ミ
爵
く
o
を
成
立
さ
せ
る
ゼ
の
値
）
が
存

龍
在
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
．
）
と
を
智
た
め
に
は
、
具
体
的
に
計
算
を
し
て
み
る
ほ
か
は
な
い
．

　
　
ま
ず
、
恥
淵
β
3
”
ε
o
の
場
合
に
つ
い
て
、
（
N
十
琶
）
＼
（
§
1
一
）
”
．
8
8
8
で
あ
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
し
て
甜
を
求
め
て
み
る
と
、

15
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奮
・
塗
茎
繋
裟
募
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
．
差
こ
の
ボ
よ
り
小
さ
い
限
り
、
嘉
奈
る
ほ
義
笹
芙
と

な
り
、
ゼ
が
ぺ
に
等
し
い
と
き
に
瑞
は
こ
の
場
合
の
最
大
値
（
ε
に
埠
）
に
達
し
、
蝋
〉
皐
．
な
る
範
囲
内
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
¢
が
大

な
る
ほ
ど
＆
が
よ
り
小
に
な
る
と
い
う
事
態
が
生
ず
る
。

　
次
に
・
。
“
・
8
る
“
o
。
o
の
揚
合
に
は
、
ボ
は
、
・
o
＄
o
。
〈
皐
・
△
8
B
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
E
の

最
大
値
、
す
な
わ
ち
帆
”
計
．
の
と
き
の
現
の
値
は
一
b
8
驚
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Q
”
●
呈
る
“
旨
o
の
場
合
に
は
、
ボ
は
、
b
訟
一
く
y
．
〈
。
8
鵠
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
。
ブ
｝
の
場
合
に
お
け
る
E
の

最
大
値
、
す
な
わ
ち
軋
”
計
．
の
と
き
の
恥
の
値
は
一
b
宝
S
で
あ
る
。

　
以
上
、
E
の
う
ち
の
瑞
の
部
分
に
対
す
る
σ
の
影
響
を
見
て
き
た
が
、
全
体
と
し
て
の
E
（
す
な
わ
ち
臨
と
軌
と
の
和
）
に
対
す
る
6

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
α
が
ゼ
・
で
あ
る
場
合
に
は
肉
n
孕
で
あ
っ
て
、
現
に
つ
い
て
上
述
し
た
所
が
そ
の
ま
ま
E
に
も
当
て
は
ま
る

が
、
α
が
正
で
あ
る
揚
合
に
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
冒
》
呂
お
よ
び
［
9
占
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
の
値
は
、
o
お
よ
び
脆
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
、
α
お
よ
び
．
乞
の
値
に
応
じ

て
き
ま
り
、
α
の
正
の
所
与
値
の
も
と
で
は
、
乞
が
大
な
る
ほ
ど
瓦
は
よ
り
小
と
な
る
（
具
体
的
に
は
、
ゼ
が
大
な
る
ほ
ど
瓦
の
絶
対
値

が
よ
り
大
と
な
る
）
。
全
体
と
し
て
の
E
に
対
す
る
¢
の
影
響
は
、
こ
の
よ
う
な
瓦
に
対
す
る
・
乞
の
影
響
と
前
述
し
た
瑞
に
対
す
る
．
乞
の

影
響
と
が
総
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
o
〈
戚
撚
レ
な
る
範
囲
内
に
お
い
て
O
週
黛
目
o
を
成
立
さ
せ
る
乞
の
値
を
礎
と
書
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
前
述
し
た
ぺ
が
存
在
す
る
揚
合

に
は
常
に
礎
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
、
ボ
が
存
在
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
弗
乞
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る

し
、
弗
乞
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　
ま
ず
、
ぺ
が
存
在
す
る
前
例
の
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
貸
”
㎏
の
と
き
の
喋
乞
の
値
を
求
め
て
み
る
と
、
。
U
b
甜
§
n
呂
。
の
揚
合
に

16



は
、
b
ま
O
〈
画
畳
く
●
象
宅
で
あ
っ
て
、
ず
が
ボ
よ
り
小
さ
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
黛
n
も
の
と
き
に
は
そ
の
差
が
か
な
り
大
き
い
。
次

に
、
。
”
b
斜
§
“
o
o
O
の
揚
合
に
は
、
り
8
軍
く
軋
曇
く
。
8
呂
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ガ
よ
り
か
な
り
小
さ
い
。
ま
た
、
o
n
b
♪
§
”
呂
O
の
揚

合
に
は
、
b
8
0
0
〈
帖
管
く
9
8
0
0
で
あ
っ
て
、
ぺ
よ
り
一
・
二
％
余
も
小
さ
い
。

　
他
方
、
ぺ
が
存
在
し
な
い
揚
合
の
例
を
あ
げ
る
と
、
霞
旺
沖
。
”
b
い
で
あ
っ
て
§
”
8
お
よ
び
§
旺
8
の
揚
合
に
は
、
礎
は
存
在
し

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
黛
”
和
。
”
●
8
で
あ
っ
て
3
”
8
の
揚
合
に
は
、
●
。
G
。
翼
く
軋
．
〈
b
o
。
覗
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
礎
が
存
在
す
る
。

　
と
ア
】
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
α
の
正
の
所
与
値
の
も
と
で
は
、
永
久
債
の
E
は
常
に
、
6
が
大
な
る
ほ
ど
よ
り
小
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
有
期
利
付
債
で
あ
っ
て
も
π
が
極
端
に
大
き
い
と
き
に
は
、
α
の
正
の
所
与
値
の
も
と
で
、
終
始
、
6
が
大
な
る
ほ
ど
E
が
よ

り
小
に
な
る
と
い
う
揚
合
が
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
例
を
探
し
て
み
る
と
、
o
劃
9
嚢
”
も
で
あ
っ
て
醤
》
誤
o
の
揚
合
と
か
、

。
“
●
8
養
”
b
で
あ
っ
て
§
y
。
。
3
の
揚
合
が
、
そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。
（
前
者
の
揚
合
、
⇒
”
N
8
と
す
れ
ば
該
当
せ
ず
、
後
者
の
揚

合
、
3
”
o
。
O
o
と
す
れ
ば
該
当
し
な
い
。
）

普通債の価格変動性の指標について

四
　
指
標
F
に
つ
い
て

　
四
－
国
　
F
の
定
義
お
よ
ぴ
算
式

　
D
は
、
前
掲
冒
］
に
示
し
た
よ
う
に
、
（
（
一
十
帖
）
）
に
対
す
る
価
格
の
弾
力
性
の
絶
対
値
に
等
し
い
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
（
（
一
十
帖
）
）

の
一
定
率
の
変
化
に
応
ず
る
価
格
の
変
化
率
（
絶
対
値
）
の
計
算
に
お
い
て
、
そ
の
一
定
率
を
限
り
な
く
ゼ
・
に
近
づ
け
る
と
き
の
極
限

値
で
あ
る
。
E
は
、
前
掲
［
呂
に
示
し
た
よ
う
に
、
．
乞
に
対
す
る
価
格
の
弾
力
性
の
絶
対
値
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
乞
の
一
定
率
の

変
化
に
応
ず
る
価
格
の
変
化
率
（
絶
対
値
）
の
計
算
に
お
い
て
、
そ
の
一
定
率
を
限
り
な
く
ゼ
・
に
近
づ
け
る
と
き
の
極
限
値
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
F
は
、
．
乞
の
一
定
幅
の
変
化
1
そ
れ
は
（
（
一
＋
蝋
）
）
の
一
定
幅
の
変
化
に
等
し
い
ー
に
応
ず
る
価
絡
の
変
化
率
（
絶

ユ7
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対
値
）
の
計
算
に
お
い
て
、
そ
の
一
定
幅
を
限
り
な
く
ぜ
・
に
近
づ
け
る
と
き
の
極
限
値
で
あ
り
、

　
　
　
　
ぜ
一

　
［
斜
］
、
“
1
ー
・
ー

　
　
　
　
　
籍
℃

で
あ
る
。
こ
れ
を
冒
］
お
よ
び
［
呂
と
比
べ
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
常
に
次
式
が
成
立
す
る
ρ

　
　
　
　
　
b
　
肉

　
［
斜
P
］
肉
n
I
”
ー

　
　
　
　
一
十
軋
　
艦

　
F
の
数
値
を
求
め
る
算
式
は
、
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、

　
冨
］
勺
“
｛
餅
（
、
蔀
鴨
＋
・
6
貸
＋
（
、
舗
撃
遇
丁
升
・
零
酔
（
勤
ず
＋
（
靴
顎
－
角
｝

で
あ
り
、
そ
の
特
殊
な
場
合
と
し
て
昌
U
一
の
と
き
に
は
、
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

　
冒
》
、
］
、
旺
（
一
ー
貸
）
＼
（
一
十
帆
）
“
蓉
＼
（
一
十
軋
）

他
方
、
割
引
債
に
つ
い
て
は
、

　
［
轟
b
］
肉
”
§
、
（
一
十
嬉
）

ま
た
、
永
久
債
に
つ
い
て
は
、

　
［
8
］
㌣
Ψ
距
－
升
（
臓
ム
）

で
あ
る
。

18

四
t
一
一
F
に
対
す
る
券
面
利
率
o
の
影
響



　
前
記
τ
即
］
に
示
し
た
よ
う
に
笥
“
∪
＼
（
一
十
軋
）
ぞ
あ
る
か
ら
、
D
に
つ
い
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

①
永
久
債
お
よ
ぴ
§
撚
一
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
に
は
、
F
は
θ
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

②
　
ミ
V
一
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
に
は
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
る
ρ

普通債の価格変動性の指標について

　
四
i
三
　
F
に
対
す
る
満
期
ま
で
の
残
余
期
問
㎜
の
影
響

、
（
一
）
　
割
引
債
お
よ
び
き
”
一
（
し
た
が
っ
て
§
撚
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合

　
ど
ち
ら
の
揚
合
に
も
肉
”
§
＼
（
ド
十
帆
）
で
あ
る
か
ら
、
．
乞
が
等
し
け
れ
ば
、
肌
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
（
二
）
　
き
》
N
（
し
た
が
っ
て
韓
V
一
）
で
あ
る
利
付
債
1
3
》
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
1
の
揚
合

　
（
二
1
）
　
α
を
所
与
と
し
た
と
き
の
π
の
大
小
の
影
響

　
肉
”
皇
（
一
十
鰍
）
で
あ
る
か
ら
、
D
に
つ
い
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
い
な
ら
ば
、
。
y
賊
で
あ
る
揚
合
に
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
大
と
な
り
、
臥
V
。
で
あ
る
場

合
に
は
、
詳
撚
導
．
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
大
と
な
る
が
、
§
》
導
骨
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り

小
と
な
る
。
所
与
の
条
件
の
も
と
で
F
が
最
大
と
な
る
の
は
、
§
”
導
．
の
と
き
で
あ
る
。

　
が
の
値
は
、
二
ー
三
（
二
1
）
で
述
ぺ
た
と
お
り
で
あ
る
。
霞
”
O
も
μ
8
も
劃
8
の
と
き
、
導
・
”
器
で
あ
る
。
3
”
凝
の
と
き
の

F
の
値
は
8
’
ま
で
あ
る
。
き
》
蕊
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
F
の
値
（
8
b
o
）
に
近
づ
い

て
ゆ
く
。
ま
た
、
．
乞
以
外
の
条
件
が
上
記
と
同
じ
で
蝋
目
・
掌
の
と
き
、
導
・
H
嵩
o
で
あ
る
。
§
”
一
8
の
と
き
の
F
の
値
は
応
。
軌
・
8
で
あ

る
。
§
》
嵩
o
な
る
範
囲
内
で
は
％
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
F
の
値
（
b
。
u
●
8
）
に
近
づ
い
て
ゆ
く
ρ

19
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（
二
2
）
　
π
を
所
与
と
し
た
揚
合
に
お
け
る
α
の
大
小
の
影
響

　
　
　
　
①
肉
　
一
　
①
b
　
　
一

　
［
書
］
釧
“
矧
．
則
“
ー
矧
〈
。

で
あ
る
か
ら
・
他
の
蒙
件
奪
し
け
捨
、
α
が
小
な
る
ほ
夢
笹
美
と
馨
．
モ
ヤ
塁
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
所
与
の

π
の
も
と
で
犠
が
大
な
る
ほ
ど
F
が
よ
り
大
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
四
－
四
　
F
に
対
す
る
利
回
り
．
各
の
影
響

　
（
一
）
　
割
引
債
、
詳
”
一
で
あ
る
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
の
揚
合

割
引
債
お
よ
び
置
（
し
奈
っ
て
試
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
場
合
窪
、
前
記
の
［
斜
国
］
奮
び
［
斜
＞
、
］
か
ら
、

　
　
　
　
O
肉
　
　
　
§

　
　
［
溌
国
］
　
－
”
1
　
　
　
卜
診
く
O

　
　
　
　
①
帆
　
（
一
＋
帆
）

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
る
。

　
永
久
債
の
場
合
に
は
、
［
8
］
か
ら
、

　
　
　
　
①
肉
　
　
一
十
卜
⊃
帆
十
（
一
－
貸
）
㌔

　
　
［
＆
］
訓
“
ー
　
㌦
（
一
士
）
悼
　
く
。

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
σ
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
る
。

　
（
二
）
　
§
y
さ
。
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合

　
前
掲
の
望
呂
で
示
し
た
よ
う
に
吋
”
b
＼
（
一
十
蝋
）
で
あ
る
か
ら
、

20



［
寒
］

　
　
　
　
O
b

　
　
（
一
十
帖
）
ー
ー
U

O
肉
　
　
　
　
勲

①
帆
　
　
　
（
一
十
帖
）
N

で
あ
る
。
P
は
も
と
も
と
正
で
あ
り
、
さ
き
に
二
ー
四
（
三
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
§
》
b
∂
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合
に
は
Φ
b
、
①
軋
は

常
に
負
で
あ
る
か
ら
、
．
）
の
揚
合
の
O
匙
創
は
負
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
揚
合
に
も
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
・
乞
が
大
な
る

ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
る
。

普通債の価格変動性の指標について

　
四
ー
五
　
D
、
E
お
よ
び
F
に
つ
い
て
の
ま
と
め

（一

　
三
指
標
の
値
に
対
す
る
o
の
影
響

　
三
指
標
と
も
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
次
の
例
外
を
除
い
て
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
そ
の
値
は
よ
り
小
と
な
る
。
《
例
外
》
永
久
債

お
よ
び
ミ
臥
一
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
に
は
、
そ
の
値
は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

（
二
）
　
三
指
標
の
値
に
対
す
る
窩
（
π
お
よ
び
α
）
の
影
響

　
割
引
債
お
よ
び
§
腫
一
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合
に
は
、
他
の
諸
条
件
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
㎜
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
大
と
な
り
、

ま
た
、
．
乞
が
等
し
け
れ
ば
、
篇
が
大
な
る
ほ
ど
E
お
よ
び
F
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
§
》
o
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合
に
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
三
指
標
と
も
、
他
の
諸
条
件
（
α
を
含
む
）
が
等
し
け
れ
ば
、
次
の
例
外
を
除
い
て
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
（
す
な
わ
ち
、
所
与
の
α
の

も
と
で
㎜
が
大
な
る
ほ
ど
）
そ
の
値
は
よ
り
大
と
な
る
。
《
例
外
》
σ
が
o
よ
り
大
き
い
揚
合
に
、
π
が
あ
る
値
（
前
述
の
び
）
以
上
で
あ

る
と
き
に
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
そ
の
値
は
よ
り
小
と
な
る
。
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三
指
標
と
も
、
他
の
諸
条
件
（
π
を
含
む
）
が
等
し
け
れ
ば
、
α
が
小
な
る
ほ
ど
（
す
な
わ
ち
、
所
与
の
π
の
も
と
で
糀
が
大
な
る
ほ

ど
）
そ
の
値
は
よ
り
大
と
な
る
。

（
三
）
　
三
指
標
の
値
に
対
す
る
．
乞
の
影
響

　
上
述
の
よ
う
に
、
o
お
よ
び
π
ま
た
は
α
の
大
小
は
、
三
指
標
に
対
し
て
同
様
の
影
響
を
与
え
る
が
、
．
乞
に
つ
い
て
は
そ
う
で
な
い
。

　
（
三
あ
）
　
D
に
対
す
る
．
乞
の
影
響

　
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
次
の
例
外
を
除
い
て
、
・
乞
が
大
な
る
ほ
ど
D
は
よ
り
小
と
な
る
。
《
例
外
》
割
引
債
お
よ
び
β
”
一

（
醤
撚
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合
に
は
、
D
は
．
乞
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

　
（
三
い
）
　
F
に
対
す
る
．
乞
の
影
響

　
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
常
に
、
¢
が
大
な
る
ほ
ど
F
は
よ
り
小
と
な
る
9

　
（
三
う
）
　
E
に
対
す
る
．
乞
の
影
響

　
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ぱ
、
次
の
例
外
を
除
い
て
、
。
乞
が
大
な
る
ほ
ど
E
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
《
例
外
－
》
永
久
債
の
E
は
、
α
が
ゼ
・
の
揚
合
に
は
．
乞
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
ず
、
ま
た
α
が
正
の
揚
合
に
は
、
．
乞
が
大
な
る
ほ

ど
よ
り
小
と
な
る
。

　
《
例
外
2
》
き
》
卜
。
な
る
有
期
利
付
債
で
あ
っ
て
α
が
ぜ
・
の
場
合
、
o
〈
帖
外
一
（
o
も
同
様
）
の
前
提
の
も
と
で
、
所
与
の
o
と
π
の

値
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
乞
が
あ
る
値
ー
前
述
の
ボ
で
あ
り
、
針
・
V
o
十
（
N
十
鳥
）
＼
（
§
1
一
）
－
に
等
し
い
と
き
に
E
（
こ
の
場
合
、

閏
U
単
）
が
最
大
値
に
達
し
、
乞
が
そ
れ
よ
り
大
き
い
範
囲
内
に
お
い
て
は
．
名
が
大
な
る
ほ
ど
E
が
よ
り
小
に
な
る
、
と
い
う
状
況
が
生

ず
る
こ
と
が
あ
る
ρ

　
《
例
外
3
》
§
y
N
な
る
有
期
利
付
債
で
あ
っ
て
α
が
正
の
揚
合
、
右
記
の
前
提
の
も
と
で
、
所
与
の
。
．
π
お
よ
び
α
の
値
の
い
か
ん
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に
よ
っ
て
は
、
①
．
乞
が
あ
る
値
－
前
述
の
帽
乞
で
あ
り
、
ぺ
が
存
在
す
る
と
き
に
は
賊
・
〈
計
「
に
等
し
い
と
き
に
E
が
最
大
値
に
達

し
、
．
乞
が
そ
れ
よ
り
大
き
い
範
囲
内
に
お
い
て
は
・
乞
が
大
な
る
ほ
ど
E
が
よ
り
小
に
な
る
、
と
い
う
状
況
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
し
、
あ

る
い
は
、
②
π
が
極
端
に
大
き
い
と
き
に
は
、
永
久
債
の
揚
合
と
同
様
に
、
終
始
、
・
乞
が
大
な
る
ほ
ど
E
が
よ
り
小
に
な
る
、
と
い
う
状

況
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。

五
　
指
標
σ
に
つ
い
て

普通債の価格変動性の指標について

　
五
ー
国
　
σ
の
定
義
お
よ
ぴ
算
式

　
前
提
お
よ
び
記
号
は
、
記
号
・
2
を
除
い
て
、
従
前
ど
お
り
と
す
る
。

　
所
与
の
o
お
よ
ぴ
篇
の
も
と
で
、
利
回
り
が
瞬
間
的
に
（
具
体
的
に
い
え
ば
同
じ
日
の
う
ち
に
）
一
定
率
の
変
化
を
し
た
と
す
る
。
当

初
の
利
回
り
を
．
乞
で
表
わ
し
、
変
化
後
の
利
回
り
を
曾
で
表
わ
す
。
β
は
、
も
V
o
も
汁
一
も
軋
く
』
な
る
一
定
値
と
す
る
。
利
回
り
の
変

化
率
（
小
数
表
示
）
は
、
（
（
偽
1
一
）
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
よ
う
な
一
定
率
の
瞬
間
的
利
回
り
変
化
に
応
ず
る
価
格
変
化
率
の
絶
対
値
を
、
こ
こ
で
は
指
標
θ
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
当
初
の

利
回
り
．
乞
に
お
け
る
価
格
を
叉
琶
）
と
書
き
、
変
化
後
の
利
回
り
碕
に
お
け
る
価
絡
を
叉
碕
）
と
書
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
も
V
一
（
利
回

り
上
昇
、
価
格
低
下
）
の
場
合
に
は

　
　
［
頓
も
v
一
］
Q
腿
－
叉
碕
）
1
鳩
（
蝋
）
H
一
i
叉
碕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘘
（
帆
）
　
　
　
　
　
　
鳩
（
斜
）

で
あ
り
、
も
く
一
（
利
回
り
低
下
、
価
格
上
昇
）
の
場
合
に
は
、

　
　
［
軌
も
く
一
］
Q
”
叉
碕
）
1
蛤
（
賊
）
”
隆
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
（
帆
）
　
　
　
始
（
帆
）
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で
あ
る
。

　
σ
の
値
を
求
め
る
算
式
は
、
有
期
利
付
債
に
つ
い
て
は
、

　
冨
薯
］
？
一
－
（
一
＋
豊
｛
泌
（
一
計
）
・
＋
（
、
計
）
ヤ
（
モ
》
赫
（
一
坤
）
・
－
（
升
）
斗

　
　
　
　
　
　
　
“
一
1
（
一
よ
）
3
1
R
｛
。
（
一
＋
曾
）
苓
＋
禽
ー
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
十
禽
）
罰
ー
自
恥
｛
o
（
一
十
帖
）
お
十
帆
ー
o
｝

ま
た
は
・
こ
れ
と
正
負
の
符
号
を
逆
に
し
た
ロ
》
も
く
昌
（
算
式
は
省
略
）
で
あ
り
、
そ
の
特
殊
な
揚
合
と
し
て
3
”
一
（
し
た
が
っ
て

醤
“
ド
ー
霞
）
の
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
十
帆
）
一
－
貸
　
　
　
（
一
’
十
帆
）
§

　
［
影
、
も
V
昌
Q
”
一
ー
（
一
＋
魯
．
ム
踊
一
1
（
一
＋
奮
）
蓉

ま
た
は
・
こ
れ
と
正
負
の
符
号
を
逆
に
し
た
冒
》
、
も
く
昌
（
算
式
は
省
略
）
と
な
る
。
他
方
、
割
引
債
に
つ
い
て
は
、

　
［
頓
炉
も
V
一
］
Q
n
一
1
（
一
十
嬉
）
ミ
（
一
十
奮
）
目

ま
た
は
、
こ
れ
と
正
負
の
符
号
を
逆
に
し
た
［
田
も
く
昌
（
算
式
は
省
略
）
と
な
り
、
ま
た
、
永
久
債
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
十
碕
）
貸
o
（
ド
十
賦
）
R
Q
　
　
（
一
十
奮
）
貸

　
［
凱
ρ
届
V
昌
Q
”
一
－
　
禽
　
＋
　
画
　
目
一
1
㌃
（
一
よ
）
・

ま
た
は
、
こ
れ
と
正
負
の
符
号
を
逆
に
し
た
［
8
も
く
昌
（
算
式
は
省
略
）
と
な
る
。

　
以
下
に
お
い
て
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
利
回
り
上
昇
（
も
V
一
）
の
場
合
だ
け
を
詳
し
く
扱
い
、
利
回
り
低
下
の
揚
合
に
つ
い
て

は
最
後
に
簡
単
に
付
言
す
る
こ
と
に
す
る
。
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五
ー
一
一
　
σ
（
も
V
一
の
場
合
）
に
対
す
る
券
面
利
率
o
の
影
響

　
永
久
債
の
場
合
に
は
、
［
q
P
届
〉
昌
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
σ
は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

　
§
い
一
で
あ
る
有
期
債
の
場
合
も
、
ロ
》
、
も
V
昌
お
よ
び
［
目
も
〉
昌
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
σ
は
o
の
大
小
に
よ
っ
て
影
響
さ

れ
な
い
。

　
蓉
〉
ド
で
あ
る
有
期
債
の
揚
合
は
、
利
付
債
に
つ
い
て
は
［
頓
》
も
V
昌
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
O
Ω
　
　
（
一
十
嫡
）
評
［
（
一
十
曾
）
醤
1
一
－
届
｛
（
一
十
帆
）
醤
－
昌
］

　
　
冒
も
v
一
］
割
“
ー
　
唇
＋
魯
鳶
｛
。
（
一
＋
帆
）
馨
＋
？
㌔
　
〈
。

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
θ
は
よ
り
小
と
な
り
、
ま
た
、
鵬
お
よ
び
．
乞
が
等
し
け
れ
ば
、
割

引
債
（
。
”
o
）
の
σ
［
旨
も
V
昌
は
利
付
債
（
。
V
o
）
の
σ
冒
》
も
〉
昌
よ
り
常
に
大
で
あ
る
か
ら
、
醤
V
一
で
あ
る
有
期
債
の
全

般
を
通
じ
て
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
o
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

普通債の価格変動性の指標について

　
五
ー
三
　
σ
（
恥
V
一
の
場
合
）
に
対
す
る
満
期
ま
で
の
残
余
期
間
鵬
の
影
響

（一

　
割
引
債
お
よ
び
3
”
ド
（
し
た
が
っ
て
奉
撚
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
揚
合

　
前
掲
の
［
旨
も
V
昌
お
よ
び
［
頓
》
、
も
V
昌
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
揚
合
に
も
命
U
一
1
｛
（
一
十
帖
）
＼
（
一
十
碕
）
憶
で
あ
る

か
ら
、
・
乞
が
等
し
け
れ
ぱ
、
規
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
（
二
）
　
部
y
N
（
し
た
が
っ
て
§
V
一
）
で
あ
る
利
付
債
ー
§
y
。
で
あ
る
有
期
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
1
の
場
合

　
（
二
1
）
　
α
を
所
与
と
し
た
と
き
の
π
の
大
小
の
影
響

　
α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
い
な
ら
ば
、
§
”
ゆ
で
あ
る
と
き
の
σ
の
値
に
対
す
る
§
“
ゆ
＋
一
で
あ
る
と
き
の
σ
の
値
の
増
分
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（
以
下
、
9
を
基
準
と
す
る
σ
の
増
分
と
呼
び
、
」
Ω
で
表
わ
す
）
は
次
式
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
9
は
、
順
y
N
な
る
任
意
の
整
数

と
す
る
。〔

伊
N
も
〉
一
］

」
Q
－
（
．
＋
．
）
曾
．
［
．
新
恥
雛
結
融
釦
窟
爺
墨
）
静
鋸
碓
皐
＋
（
も
－
．
）
恥
．
，
．
］

　
こ
こ
で
、
帖
く
♪
碕
く
馬
の
場
合
、
軋
く
♪
碕
”
“
の
場
合
、
帖
〈
♪
禽
V
Q
の
場
合
、
お
よ
ぴ
賦
”
9
碕
V
o
の
揚
合
に
は
、
」
Ω
V
O
で
あ

り
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
帆
〉
♪
禽
〉
。
で
あ
る
揚
合
に
は
、
［
軌
呂
の
分
子
の
［
］
内
（
し
た
が
っ
て
」
Q
）
は
正
に
も
負
に
も
な
り
う
る
。
そ
れ
が
負
と
な
る

た
め
の
条
件
は
、
［
伊
。
も
V
昌
の
分
子
の
［
　
］
内
を
書
き
直
し
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

　
　
［
訟
も
V
昌
　
（
嫡
l
o
）
（
一
十
禽
）
ρ
＋
一
V
（
碕
1
。
）
只
一
十
帆
）
繭
＋
一
十
（
も
ー
一
）
（
帆
ー
。
）
（
b
昔
1
一
）

で
あ
る
。

　
［
訟
も
V
昌
を
成
立
さ
せ
る
9
の
値
の
う
ち
で
最
小
の
も
の
を
、
9
で
表
わ
す
こ
と
に
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

α
を
含
め
て
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
心
い
崎
・
ー
一
な
る
9
を
基
準
と
す
る
し
Q
は
正
で
あ
っ
て
、
§
撚
喝
・
な
る
範
囲
内
で
は
π
が

大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
る
が
、
崎
y
崎
．
な
る
9
の
値
を
基
準
と
す
る
」
Q
は
負
で
あ
っ
て
、
§
y
ゆ
．
な
る
範
囲
内
で
は
π
が
大
な

る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
る
。
所
与
の
条
件
の
も
と
で
σ
が
最
大
と
な
る
の
は
、
§
”
ゆ
・
の
と
き
で
あ
る
。

　
α
が
ゼ
ロ
の
と
き
の
．
9
の
計
算
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
馬
”
・
8
覧
μ
象
軌
も
”
さ
重
禽
”
ま
の
と
き
、
心
・
“
。
。
N
で
あ
る
。
§
睦
o
。
N
の

と
き
の
σ
の
値
は
、
レ
o
旨
で
あ
る
。
§
》
o
。
N
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
σ
の
値
（
レ
o
o
o
）

に
近
づ
い
て
ゆ
く
。
ま
た
、
．
乞
以
外
の
条
件
が
上
記
と
同
じ
で
、
賊
劃
8
9
碕
“
・
呈
の
と
き
、
ゆ
・
”
一
昭
で
あ
る
。
き
”
一
＄
の
と
き
の

の
σ
の
値
は
、
レ
8
一
で
あ
る
。
3
y
ま
ゆ
な
る
範
囲
内
で
は
、
π
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
り
、
永
久
債
の
σ
の
値
（
』
o
o
o
）
に
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近
づ
い
て
ゆ
く
。

　
（
二
2
）
　
π
を
所
与
と
し
た
と
き
の
α
の
大
小
の
影
響

　
前
掲
の
冒
ト
も
〉
昌
を
書
き
換
え
た

　　

＆
〉
・
］
Q
苧
M
岬
柵
雛
黙
酬
鮒
畿
蕪
畢
（
岬
嚇
当

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
α
が
小
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
る
。
韓
1
1
§
1
貸
で
あ
る
か
ら
、

所
与
の
π
の
も
と
で
犠
が
大
な
る
ほ
ど
σ
が
よ
り
大
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は
、

　
五
－
四
　
σ
（
届
〉
一
の
場
合
）
に
対
す
る
利
回
り
．
乞
の
影
響

　
（
一
）
　
割
引
債
、
3
“
一
で
あ
る
利
付
債
、
お
よ
び
永
久
債
の
場
合

　
割
引
債
お
よ
び
き
”
一
（
し
た
が
っ
て
§
広
一
）
で
あ
る
利
付
債
の
場
合
に
は
、
前
記
の
［
鴇
も
V
昌
お
よ
び
［
U
》
、
も
V
昌
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
①
命
醤
（
一
十
蝋
）
暮
6
一
（
一
十
禽
）
ヨ
ー
ベ
も
ー
一
）

　
　
［
ざ
も
v
昌
訓
”
　
　
（
一
＋
魯
ぎ
　
　
　
〉
。

が
導
か
れ
る
か
ら
、
他
の
諸
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
る
。

　
永
久
債
の
場
合
に
は
、
冒
O
も
V
昌
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
O
Q
　
　
貸
（
一
十
帖
）
貸
－
一
（
一
十
禽
）
貸
－
一
（
も
ー
一
）

　
　
［
舞
や
昌
訓
”
　
　
　
魯
亡
）
－
－
負
　
　
撚
。

が
導
か
れ
る
か
ら
、
α
が
ゼ
・
で
あ
る
と
き
に
は
、
σ
は
．
乞
の
大
小
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
な
い
が
、
α
が
正
で
あ
る
と
き
に
は
、
．
乞
が
大

な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
る
。
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図1　β＞1の揚合

．．＿．』雪．．．．＿j．．．－．＼w

L

109∫

！09♪

V
　師一一

　
　
　
’

1
ー
・
曾
尋
・
■
」
■
『
．
o
I
I
巴
o
o
陰
9
0
1
1
1
0
■
o
l
，
「

「＼、罪

10gβあ

・9あノ

　109β

・・

1
｛

1091

上
の
各
点
に
お
け
る
接
線
の
傾
斜
（
絶
対
値
）
に
ほ
か
な
ら
な
い

　
　
［
頓
ひ
も
V
昌
　
Q
、
1
1
一
〇
瞬
叉
軋
）
I
H
o
α
q
憶
（
碕
）
”
1
一
〇
閃
｛
叉
禽
）
曹
（
帖
）
｝

と
い
う
指
標
を
考
え
る
と
、
L
線
上
の
一
点
（
た
と
え
ば
図
1
の
V
）
と
、
そ
の
右
方
に
あ
る
L
線
上
の
点
で
あ
っ
て
、
前
者
と
の
水
平

距
離
が
一
轟
碕
ー
一
濃
戚
1
1
一
〇
の
（
禽
ε
”
一
濃
も
に
等
し
い
他
の
一
点
（
図
1
の
W
）
と
の
、
二
点
間
の
垂
直
距
離
（
図
1
の
α
）
に
ほ
か

　
（
二
）
　
3
y
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
の
揚
合

　
こ
の
揚
合
の
σ
は
、
．
乞
の
大
小
に
よ
っ
て
、
E
に
つ
い
て
三
－
四

（
二
）
で
前
述
し
た
と
こ
ろ
と
類
似
の
影
響
を
受
け
る
。
そ
う
な
る
こ

と
の
証
明
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
図
1
は
、
§
》
卜
。
で
あ
る
有
期
利
付
債
に
お
け
る
、
他
の
諸
条
件
を

所
与
と
し
た
と
き
の
一
〇
讐
と
一
轟
鳩
の
関
係
を
、
模
型
的
に
一
本
の

曲
線
（
L
線
と
名
づ
け
る
）
に
よ
っ
て
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
は
、
p
お
よ
び
．
乞
は
パ
ー
セ
ン
ト
単
位
で
表
わ
し
た
数
値

で
あ
っ
て
、
鳩
い
一
訳
な
る
事
態
は
生
じ
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
・
乞
に
つ

い
て
は
一
訳
仏
蝋
撚
一
〇
訳
の
範
囲
だ
け
を
図
示
し
、
そ
の
範
囲
内
に
礎

が
存
在
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
あ
る
。
E
は
、

　
　
［
Q
げ
］
肉
”
」
（
一
。
寒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
①
（
一
〇
讐
）

（
た
だ
し
、
一
〇
α
q
は
自
然
対
数
と
す
る
）
で
あ
る
か
ら
、
図
1
の
L
線

。
こ
れ
に
対
し
て
、
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普通債の価格変動性の指標について

な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
弗
乞
が
存
在
す
る
揚
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
礎
よ
り
小
さ
い
一
定
の
乞
の
値
（
以
下
、
2
と
書
く
）
を
境
目
と
し
て
、

艦
〈
鳴
な
る
限
り
．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と
な
り
、
帆
”
軌
の
と
き
に
α
は
所
与
の
条
件
下
で
の
最
大
値
に
達
し
、
帆
〉
町
な
る
限
り

．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
α
は
よ
り
小
と
な
る
。

　
こ
の
α
周
■
ひ
も
V
昌
と
σ
［
頓
も
〉
昌
と
の
間
に
は
、

　
　
　
　
　
　
①
Q
、
　
鳩
（
帆
）
O
Q

　
　
［
鶏
も
v
一
］
訓
ぜ
（
奮
）
．
創

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
関
係
が
成
り
立
つ
。
叉
艦
）
曹
（
禽
）
は
常
に
正
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
式
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
．
乞
の
値
ご
と
に
竃
、
、
勲
の
正
・
ぜ
・

ま
た
は
負
と
零
§
の
正
・
ゼ
・
ま
た
は
負
と
は
一
致
す
る
。
か
く
し
て
、
．
乞
が
2
に
達
す
る
ま
で
は
ぢ
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
大
と

な
り
、
賊
”
暁
の
と
き
に
σ
は
所
与
の
条
件
下
で
の
最
大
値
に
達
し
、
．
乞
が
6
を
超
え
る
と
．
乞
が
大
な
る
ほ
ど
σ
は
よ
り
小
と
な
る
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
．
乞
は
、
智
食
”
o
な
る
条
件
を
み
た
す
．
乞
の
値
で
あ
る
。
［
軌
》
も
V
昌
か
ら
、
次
式
が
導
か
れ
る
ρ

　
　
　
　
　
　
O
Q
　
　
　
　
（
一
十
“
）
“
ー
7
費
q

　
　
［
黄
も
v
一
］
訓
」
（
一
＋
3
呈
－
ぜ
（
一
＋
帆
）
鵠
＋
蝋
よ
｝
卜
・

　
　
た
だ
し
、

　
　
q
”
。
（
一
十
賊
）
（
一
十
禽
）
［
（
一
十
曾
）
3
1
一
ー
も
｛
（
一
十
画
）
3
1
昌
］
十
§
恥
（
も
1
一
）
㌔

　
　
十
蓉
只
q
l
蝋
）
｛
（
一
十
奮
）
3
＋
、
ー
昌
1
（
。
1
禽
）
ゑ
（
一
十
賊
）
罰
＋
、
1
昌
］

　
　
ー
簿
（
も
ー
一
）
｛
恥
（
一
十
奮
）
3
十
禽
1
。
｝
｛
恥
（
一
十
賊
）
お
十
嬉
－
畠

　
ま
ず
、
α
が
ゼ
・
の
揚
合
に
は
、
右
の
U
の
式
の
三
行
目
が
ゼ
・
と
な
っ
て
消
え
る
。
こ
の
揚
合
の
U
お
よ
ぴ
σ
を
特
に
砺
お
よ
ぴ
砺
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と
書
く
こ
と
に
す
る
。
砿
を
構
成
す
る
二
行
の
う
ち
、
一
行
目
は
常
に
正
で
あ
る
が
、
二
行
目
は
正
に
も
負
に
も
な
り
う
る
。
た
だ
し
、

後
者
の
二
行
目
は
、
帖
撚
。
な
る
範
囲
内
（
そ
の
中
に
は
、
軋
く
♪
禽
く
。
の
揚
合
、
蝋
く
♪
奮
1
1
。
の
揚
合
、
蝋
く
♪
奮
V
。
の
揚
合
、
お
よ

び
肴
“
碕
V
。
の
四
種
の
揚
合
が
含
ま
れ
る
）
に
お
い
て
は
正
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
帖
撚
Q
で
あ
る
範
囲
内
で
は
、
砺
は
正
で
あ
り
、

O
孚
喬
V
o
で
あ
る
。
Ω
〈
蝋
く
レ
な
る
範
囲
内
に
お
い
て
S
隔
o
る
＄
喬
旺
o
を
成
立
さ
せ
る
。
乞
の
値
、
す
な
わ
ち
α
が
ゼ
・
の
と
き
の
、
3

（
こ
れ
を
特
に
ち
と
書
く
こ
と
に
す
る
）
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
は
、
具
体
的
に
計
算
し
て
み
る
ほ
か
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

も
”
ピ
重
。
”
・
8
る
”
一
。
o
の
と
き
、
ち
は
、
ま
o
ま
く
計
く
ま
。
o
。
警
8
9
〈
ゑ
串
△
8
a
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
。
帆
”
評
の

と
き
の
砺
の
値
（
こ
の
場
合
に
お
け
る
砺
の
最
大
値
）
は
、
岩
旨
8
で
あ
る
。
ま
た
、
。
”
b
轟
で
他
の
条
件
を
上
記
と
同
じ
に
す
れ
ぱ
、

㌔
は
、
b
8
8
〈
評
く
b
8
挙
b
ひ
令
く
ゑ
鵠
△
o
ま
o
。
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
し
、
帆
n
爵
の
と
き
の
儀
の
値
は
、
ヒ
8
。
。
一
で
あ
る
。

　
次
に
、
α
が
正
で
あ
る
揚
合
に
は
、
前
掲
の
U
の
式
の
三
行
目
は
常
に
負
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
U
を
ゼ
・
に
す
る
．
乞
の
値
（
、
z
）

は
、
前
記
の
㍍
よ
り
も
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。
計
算
例
を
示
す
と
、
前
記
と
同
じ
く
も
”
呂
＼
O
も
μ
8
る
旺
旨
o
で
あ
っ
て
、
寝
“
も
の

揚
合
に
は
、
¢
は
、
b
茸
一
℃
〈
画
く
9
宝
命
o
。
1
0
お
一
く
ゑ
△
o
お
N
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
し
、
賊
“
軌
の
と
き
の
σ
の
値
は
、
b
S
o
o
。
一

で
あ
る
。
ま
た
、
。
旺
・
宕
で
他
の
条
件
は
同
じ
と
す
れ
ば
、
ε
は
、
・
o
畠
§
〈
“
〈
b
命
呂
：
8
ま
く
禽
く
・
8
鴇
の
ど
こ
か
に
存
在
し
、

帆
n
軌
の
と
き
の
σ
の
値
は
、
b
3
0
。
翼
で
あ
る
。

30

　
五
－
五
　
届
く
一
の
揚
合
の
σ
に
つ
い
て

　
も
く
一
で
あ
る
揚
合
に
は
、
以
上
に
掲
げ
た
恥
V
一
の
揚
合
に
お
け
る
各
数
式
の
正
負
を
逆
に
し
た
数
式
が
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、

β
が
一
よ
り
小
さ
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
V
一
の
場
合
と
同
様
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

　
た
だ
、
3
y
N
で
あ
る
有
期
利
付
債
に
お
け
る
σ
に
対
す
る
利
回
り
¢
の
影
響
に
つ
い
て
次
の
三
点
を
付
記
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で



あ
ろ
う
。

①
前
掲
の
図
1
の
代
り
に
、
こ
こ
で
は
図
2
が
当
て
は
ま
る
。

②
こ
こ
で
は
、
碕
い
。
な
る
範
囲
内
（
そ
の
中
に
は
、
碕
く
o
も
く
。
の
揚
合
、
碕
く
。
電
”
◎
の
揚
合
、
曾
〈
馬
嵐
〉
馬
の
揚
合
、
お
よ
ぴ

　
碕
”
。
嵐
V
馬
の
四
種
の
場
合
が
含
ま
れ
る
）
に
お
い
て
は
砺
は
正
で
あ
り
、
O
q
匙
欝
V
o
で
あ
る
。
（
も
〉
一
の
と
き
は
、
帆
広
。
の
範
囲

普通債の価格変動性の指標について

図2βく1の場合
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内
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
。
）

③
　
こ
こ
で
の
β
が
も
×
の
と
き
の
β
の
逆
数
に
等
し
い
な
ら
ば
、

　
㍍
お
よ
び
、
2
の
値
も
等
し
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
も
“
・
o
も
”
b
斜

　
§
“
一
。
o
の
場
合
の
ち
は
、
，
8
0
ま
く
避
く
b
8
0
。
軌
の
範
囲
内
の
ど

　
こ
か
に
存
在
し
、
も
目
一
〇
＼
℃
の
揚
合
の
ち
と
等
し
い
値
を
も
つ
。
ま

　
た
、
も
”
。
P
o
”
b
潮
串
”
呂
ρ
貸
目
b
で
あ
る
場
合
の
・
z
は
、
b
食
旨

　
く
朝
く
b
云
鵠
の
範
囲
内
の
ど
こ
か
に
存
在
し
、
b
時
一
〇
、
o
の
揚
合

　
の
、
¢
と
等
し
い
値
を
も
つ
。
し
か
し
、
軌
目
爵
の
と
き
の
傷
の
値
お

　
よ
ぴ
帆
”
画
の
と
き
の
σ
の
値
は
、
届
V
一
の
揚
合
と
蔦
く
一
の
揚

合
と
で
異
な
る
。
た
と
え
ぱ
、
。
μ
8
器
目
5
0
の
揚
合
に
お
け
る

賊
”
避
の
と
き
の
砺
は
、
も
n
ド
O
＼
O
な
ら
ば
●
ド
O
一
旨
O
で
あ
る
が
、

b
H
も
な
ら
ば
。
昌
撃
3
で
あ
る
。
ま
た
、
霞
”
。
O
も
”
9
8
る
”
ε
O

　
の
場
合
に
お
け
る
帖
”
軌
の
と
き
の
σ
は
、
も
”
5
も
な
ら
ば
b
S
O
o
。
一

　
で
あ
る
が
、
も
肪
b
な
ら
ば
・
5
凝
這
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
価
格
変
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化
幅
は
等
し
い
が
、
σ
を
算
出
す
る
た
め
に
そ
の
変
化
幅
を
除
す
べ
き
当
初
価
格
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
．
》
と
で
あ
る
。

為
V
一
の
と
き
の
σ
を
q
（
㌃
V
一
）
と
書
き
、
㌃
〈
一
（
た
だ
し
、
こ
の
β
は
前
者
の
β
の
逆
数
と
す
る
）
の
と
き
の
σ
を
Q
（
も
く
一
）
と

書
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
次
式
が
成
り
立
つ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
q
（
も
く
一
）

　
　
Q
（
恥
v
一
）
H
一
＋
象
恥
く
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
q
（
も
V
一
）

　
　
象
恥
く
一
）
H
了
象
届
V
一
）

（
4
）
　
［
跡
9
為
V
昌
か
ら
、

　　

略
－
－
憶
（
駄
、
§
・
聾
罷
」
－
－
輩
・
雛
［
罷
」

　
他
方
、
［
軌
も
V
昌
か
ら

　　

醐
素
「
聡
」

　
し
た
が
っ
て
、
次
式
が
成
り
立
つ
。

　
　
　
O
Q
、
　
特
（
帖
）
　
O
Q

　
　
　
q
帖
　
蛤
（
も
帖
）
9

（
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
七
日
　
受
理
）
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